
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お だ かいせん

 

江戸時代後期の南画家。 

周防
すおうの

国
くに

富海
とのみ

（現防府市富海･･･回船業河内屋）に生まれ、長門
ながとの

国
くに

赤間関
あかませき

（現下関市）で紺屋（染工）

を営む小田家の養子となる。 

22歳の時、京都四条派の松村
まつむら

呉春
ごしゅん

に入門し、同門の松村
まつむら

景
けい

文
ぶん

や岡本豊彦
おかもととよひこ

らと名声を競ったが、や

がて頼
らい

山陽
さんよう

に感化され南画に転向した。九州に遊学し、中国元明時代の古書画の複写をするなどして

研究を重ね、独自の画法を確立した。 

文政7年（1824年）萩藩の御用絵師となり、一時江戸に滞在。2年後、京都に戻り活動。嘉永元年

（1848 年）から安政元年（1854 年）にかけて画室を設けているが、このころ富岡鉄斎に絵を教えて

いたと推定されている。 

清楚な画風に特徴があり、山水画、花鳥画、人物画を得意とした。また、高野山や京都御所の障壁

画（1855年）などの大事業も手掛けている。 

文久2年（1862年）没、享年78歳、大徳寺黄梅院に眠る。 

下関市立美術館に小田海僊の山水

画がコレクション画として展示され

ていましたが、富海出身ということ

で親近感がわきました。実は富海公

民館にも小田海僊の山水画が図書室

に飾られています。 

是非観に来てほしいと思います。 富海公民館にある小田海僊の山水画 （寄贈：杉本幸彦氏） 

9 月 28 日（月）に、伊東 孝 様を講師にお迎

えして、「第4回とのみんまなび～教室」を実施

しました。 

生涯を通じて歯と口腔の健康づくりに取り組

むことにより、元気で生き生きとした人生を過ご

しましょうというお話をされました。伊東様のわ

かりやすい説明に、参加された皆様は真剣に聴き

入っておられました。有意義な時間を共有するこ

とができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 3日（土）に今年も地域の皆様方を交えて富海小中学校の運動会が催されました。多くの来賓

の方、保護者、地域の皆様に来場いただき盛会のうちに無事終了しました。児童・生徒及び地域の皆

様方の熱い闘志が繰り広げられました。 

地域の皆さんによる「ドリブルゴールハイ」 

9 月 30 日（水）に「富海をホタルの里

にする会（会長 宇多村史朗）」のスタッ

フの皆さんで、最後の「ホタルの幼虫の放

流」が行われました。長く続いたホタルの

幼虫の飼育とそれに伴う放流は今回を一

つの区切りとして、しばらくは休止という

ことになります。 ホタル小屋 スタッフによる放流 

10月 8日（木）に「女性料理教室」が食推富

海支部の皆様の指導の下で実施されました。 

今回のテーマは「みんなで楽しく元気を取り

戻そう」で、メニューはごはん、コーンシュウ

マイ、いそべ和え、カレー風味トマトスープ、

果物でした。この度の参加者は 11 人でした。

レシピの必要な方は公民館までお問合せくだ

さい。 

10月 17日（土）に「家庭教育学級第2回親

子茶道教室」を「表千家流茶道」の指導者河内

山厚子先生と表千家流茶道サークルの皆様の

ご指導の下で行いました。 

 富海小中学校児童・生徒とその保護者の皆さ

んで「茶道」に少しでも親しんでもらおうと毎

年企画されているものです。 


